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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課： 保健福祉局保健医療部医療課 

 

１ 課題に対する平成 25年度の取組実績 

 

２ 参考指標の推移 

 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）かかりつけ医（かかりつけ歯科医）の普及 

（１） かかりつけ医（かかりつけ歯科医）の普及 

 

→ 市町村が実施する普及啓発事業に対して助成した。 

 ・研修事業 ２市町村 

 ・リーフレット等作成 ２市町村 

（２）地域医療体制の整備（医療提供者、県） 

 

→ 今後、かかりつけ医として病院や関係機関と連携して在宅医療に取り組む地域の医師を

対象とした研修会を１回開催した。 

→ かかりつけ医と連携した取組みを実施する在宅療養支援診療所への施設整備事業に対し

て助成した。 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24年度 H25年度 

 

(2) 

 

その他 

今後 10年くらいの間に、かかり

つけの医療から高度医療まで、

地域医療のネットワーク化が進

んでいると思う割合 

％ 31.9 33.5 県民ニーズ調査 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・ 病院の医師、看護師等に対して、在宅医療に関する研修を実施し、在宅

医療に対する理解が深まった。 

・ リーフレット等を作成し、市民及び関係団体に配布しかかりつけ医を持

つことの重要性について普及啓発に努めた。 

評価理由 
かかりつけ医の普及に向けた取組みは着実に進行しており、課題解決に向

けて比較的順調に進捗している。 

今後の取組み ・引き続き、市町村が実施する普及啓発事業に対して助成をしていく。 

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第６章 患者の視点に立った質の高い医療体制の整備  

第 1節 かかりつけ医（かかりつけ歯科医）の普及 
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（２）地域医療体制の整備 

 

４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ かかりつけ医の役割の理解や、定着のための普及啓発については、課題解決

に向けて比較的順調に進捗している。 

 

５ 特記事項 

の方向性 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・ かかりつけ医と連携した取組みを実施する在宅療養支援診療所への施設

整備事業に対して助成したことにより、地域における医療体制の整備が着

実に図られている。 

・ 今後、かかりつけ医として病院や関係機関と連携して在宅医療に取り組

む地域の医師を対象とした研修会を開催し、積極的にかかりつけ医として

取り組む医師の育成が図られた。 

・ 参考指標に掲げる、今後 10年くらいの間に地域医療のネットワーク化

が進んでいると思う県民の割合（県民ニーズ調査）は増加している。 

評価理由 

 かかりつけ医と連携した取組みを実施する在宅療養支援診療所や、かかり

つけ医として取組む医師の研修を実施するとともに、県民ニーズ調査におい

てもネットワーク化が認知されつつあり、課題解決に向けて比較的順調に進

捗している。 

今後の取組み

の方向性 
・引き続き、地域医療体制の整備を進めていく。 

 

 

 

 

 


